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1．はじめに 

従来，Web文書の検索結果の順位は，Googleの

場合のPageRank[1]を代表として，「Web文書の

被リンク数」や「Web文書内でのタグ構造の正当

性，あらわれる単語等の情報」から，客観的か

つ機械的に決定されている.しかしながら，自身

のWeb文書の順位を少しでも上げるべく，検索エ

ンジン最適化(SEO)の取り組みが活発化しており，

ユーザが真に必要とする情報へ辿り着くことが

容易とは言えない状況になっている[2]. 

本研究は，ユーザが真に必要とする情報を

Googleを代表とする従来の検索エンジンよりも

容易に得られることを目指している．著者らの

研 究 グ ル ー プ で は 2 章 で 述 べ る よ う に ，

Web2.0[3]の知見を生かし，従来手法の客観的か

つ機械的な順位付けへ，各Web文書の主観的な評

価値を融合する方式を提案している[4][5]. 本

稿では本方式を盛り込んだWeb2.0型検索エンジ

ンを開発する. 

2．Web文書への主観的評価を融合するWeb2.0

型検索エンジン 

図1に，「Web文書への主観的評価を融合して

の検索結果の順位決定方式」を示す． 

 
図１ Web 文書への主観的評価を融合しての検索

結果の順位決定方式.  

 

 

3．Web 文書への主観的評価を融合する Web2.0

型検索エンジンの開発 

3.1 主観的評価値の取得 

文献[4]で述べている通り，各 Web 文書の主観

的評価値 S は，後述する「現実性を高める手

法」までの暫定的な方法として，被験者実験に

より取得する．被験者にあらかじめ用意したい

くつかの検索タスクを課し，検索結果としてあ

らわれた Web 文書に評価値の付与を依頼する．

ここで主観的評価値は，以下の二つに分けて考

えることができる： 

(i) 対タスク有用性 T：課されている検索

タスクに対して有用か否か 

(ii) Web 文書有用性 W：検索タスクを問わ

ず有用か否か． 

いずれも， 

 +3：非常に有用である 

 +2：有用である 

 +1：少し有用である 

 ±0：どちらとも言えない 

 -1：あまり有用でない 

 -2：有用でない 

 -3：まったく有用でない 

の七段階のいずれかで，評価値の付与を依頼す

る．本研究では主観的評価値 S として，対タス

ク有用性 T と Web 文書有用性 W を状況によって

使い分ける．すなわち主観的評価値 S の定義域

は，-3～+3 である． 

3.2 客観的評価値の取得 

開発するシステムでは，基礎となる検索エン

ジンとして，Yahoo![6]を使用することとする．

Yahoo!検索 Web API[7]では 2010 年 11 月現在，

Yahoo!で検索した結果の上位 20 件を，「Yahoo!

側で定めた客観的かつ機械的な順位 Y_Ord」付き

で取得することができる．そこでこの 20 件から

その Web 文書の順位を引き， 

  客観的評価値 K=20-Y_Ord     (1) 

を，客観的評価値として採用する．すなわち，

客観的評価値 K の定義域は 0～19 である． 

3.3 客観的評価と主観的評価の融合方法 

3.1, 3.2 節で述べたように，主観的評価値 S

と客観的評価値 K では，定義域が異なる．した

がって双方の融合にあたり，各評価値のままの
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値で和や積を取ると，一方にやや重みを置くこ

とになってしまう．そこで本稿では，それぞれ

の評価値を 0.0～1.0 に正規化して，その後に融

合することにする．具体的には，正規化した主

観的評価値を S’， 正規化した客観的評価値を

K’とするとき， 

S’=(S-S の定義域の下限)/S の定義域の幅 

=(S+3)/6.0    (2) 

K’=(K-K の定義域の下限)/K の定義域の幅 

=K/19.0       (3) 

である． 

一方，主観的評価と客観的評価の各重みを，

検索エンジンの閲覧者が自身の判断で自由に変

えられば，有用である．そこで，主観的評価の

割合をα（0<=α<1）としたとき，融合された尺

度での評価値 merge を， 

merge=αS’+(1-α)K’      (4) 

で算出することを提案する．なおここでα=1 を

含めないのは，以下の理由による．すなわち，

Yahoo!検索 WebAPI から取得した検索結果 20 件

の順位を並び替える以上，客観的な評価の割合

は 0％より必ず大きくなるためである． 

3.4 画面イメージ 

図 2 は試作システムの画面イメージである．

クエリを入力し，主観的評価の割合を選択して

検索ボタンをクリックすると，検索結果が表示

される．検索結果として返されるのは，Yahoo!

検索 WebAPI から取得された 20 件であるが，主

観的評価の割合によって順位が変化する． 

 

 
図 2: 試作システムの画面イメージ図． 

 

4. 結論と今後の展望 

本稿では，Web 文書の客観的かつ機械的な順位

付けへ主観的評価を融合する Web2.0 型検索エン

ジンの開発について述べた． 

今後の展望は以下の通りである: (i)現在開発

中の試作システムを完成させた上で，その有用

性を評価すること，(ii)3.1 節で述べた「現実性

を高める手法」の開発．具体的には，閲覧者が

Web 文書を有用と評価したときにしばしば取る行

動である，「印刷」「ブックマークへの登録」

「Web 文書の一部分をマウスでドラッグして，エ

ディタ等にコピー」等の行動をしたときに，そ

の Web 文書の主観的評価を自動的に良くするイ

ンタフェースの開発． 
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